


　新型コロナウイルス感染症が世界的に影響を与えている中、皆さま方も様々

な困難に向き合いながら、不安な日々を送られている事と存じます。　

　私ども第一勧業信用組合は引き続き地域に根ざし、皆さま方に寄り添いなが

ら、この状況をともに乗り切って行こうと考えております。　

　そのような中ではございますが、当組合は皆さま方とともに歩んだ結果、今年

の5月に55周年を迎えることができました。　

　これもひとえに皆さま方のご支援の賜物とあらためて感謝申し上げます。　

　本年度は新たに策定した中期経営計画（2020年4月～2023年3月）の初年

度となります。　

　「人とコミュニティの金融」を実践します、「ともに成長する金融」で地域・社

会の未来を創造します、「志の連携」で社会に貢献します、を基本方針とし、地域

とのふれあいを大切にし、皆さまの幸せに貢献してまいります。
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はじめに 経営理念・中期経営計画

目指すべき姿

地域・コミュニティの金融機関としての使命を抱き、
永続的なコミュニティ金融機関へ

地域とのふれあいを大切にし、皆さまの幸せに貢献いたします

地域・社会の永続的な発展に貢献する信用組合にします

Ⅰ．「人とコミュニティの金融」を実践します
● 地域の皆さま、コミュニティとの絆（きずな）を大切にし、 人と人との信頼に基づく金融を実践します
● お客さまに寄り添い、資産形成に貢献します

Ⅱ．「ともに成長する金融」で地域・社会の未来を創造します
● 挑戦する経営者を応援し、地域・社会の未来を創造します
● 地域・社会における問題解決に取組み、その成長を支援します

Ⅲ．「志の連携」で社会に貢献します
● 開かれた金融機関として、全国の金融機関や志のある方々との連携により、地域の発展に貢献します
● 教育機関や各種専門団体との連携により、組合員皆さまの課題を解決します

2020年4月～2023年3月（3ヶ年計画）

経 営 理 念

スローガン

基 本 方 針

中期経営計画

「幸せな未来へ 皆さまとともに」
■ 実 施 期 間：
■ 愛称：

幸せな未来へ 皆さまとともに
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　当組合の活動につきましては、平素より皆さまのご愛顧を賜りまして、誠にありがとう
ございます。

　昨年来コロナ禍による生活や経済活動の混乱、そして先行き不透明な状況が続いてお
ります。ワクチン接種が始まったこと、治療薬の開発も進むであろうことから、コロナ禍
も早晩収束に向かうことにはなりましょうが、収束後もコロナ禍前には戻らず、働き方、生
活様式を含めて新しい環境になるということを十分認識しておく必要があるでしょう。
　皆さまにおかれましても、ご苦労が耐えないことと思いますが、当組合も「コロナなか
りせば倒れないであろう先は、一社たりとも倒させない」との信念のもと、全力で組合員
の皆さまのご支援にあたっております。①応急の資金繰り支援、②販売協力等の本業支
援、これは人間の傷病に例えますと、それぞれ止血・輸血や治療となりましょうが、それら
はもちろんのこと、これからはさらに、③新しい環境、時代のニーズに即したビジネスモデ
ルへの変換＝体質改善を行っていくことも必要であり、当組合も伴走して後押しさせてい
ただく所存であります。
　このような局面で組合員皆さまにお役に立つためには、日頃から培っている組合員、地
域、あるいは連携先の皆さまとの信頼の絆を基に、組合員の皆さまの事業、状況をよく理
解し、当組合に組織的に蓄積された知見を駆使し、また、様々な情報へのアンテナを張
り、連携先とのネットワーク等を活用して、情報・事業等を結び付けていく総合力が重要
であると考えています。まさに、当組合が基本方針として掲
げております、「人とコミュニティの金融」、「ともに成長す
る金融」、「志、そして実りある連携」への取り組みが今こそ
活きる時であり、地域・コミュニティの金融機関としての真価
が問われているものと受け止めております。

　当組合は、皆さまとともにこの多難な時代を乗り越えるべ
く、真に皆さまのお役に立てますよう、倍旧の努力をしてま
いります。
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2020年度の決算は
預金、貸出金ともに前年度を上回りました。

　当組合は、「地域とのふれあいを大切にし、皆さまの幸せに貢献いたします」
を経営理念として、お客さまからの相談に全力で対応してまいりました。

2021年3月末の総預金残高は、前年度を270億円上回る3,513億円となり、
総貸出金残高は、2,767億円と前年度を198億円上回る結果となりました。
　損益につきましても、おかげさまで8億円の当期純利益を確保できました。こ
の結果、2021年3月末の自己資本比率は8.66％と前年度末を0.66％上回り、
引き続き国内基準4％を上回る健全な水準を維持しております。

■ 自己資本比率

一般的に企業が総資産に対して自分自身のお金をどの程度保有しているかを示す指標で、
比率が高いほど安全性が高いといえます。信用組合の場合、出資金などの自己資本額を
貸出金などの資産にリスクウェイトで調整したリスクアセット等で割って算出します。

（単位：百万円）当組合の決算状況（主要経営指標）

（単位：％）

（単位：億円）

（単位：人）

経常収益

実質業務純益

経常利益

当期純利益

自己資本額

利益および自己資本額 

6,323

660

743

739

17,587

6,144

871

366

422

17,926

6,403

1,053

803

825

19,760

2018年度 2019年度 2020年度

2018年度 2019年度 2020年度

2018年度 2019年度 2020年度

2018年度 2019年度 2020年度

自己資本比率  

ＲＯＡ（総資産業務純益率）

ＯＨＲ（業務粗利益経費率）

諸比率

7.84

0.16

87.79

8.00

0.21

84.08

8.66

0.23

81.15

預金積金残高

貸出金残高

有価証券残高

総資産残高

純資産残高

リスク管理債権残高

残　　高

3,195

2,561

69

4,035

166

108

3,243

2,569

62

4,087

175

100

3,513

2,767

67

4,472

196

149

職員数
375 370 380

決算の状況
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2020年度末の預金残高全体は3,513億円となりました。

預金・積金の状況

地域の中小企業や個人の皆さまのニーズに幅広くお応えし、
2020年度末の貸出金残高全体につきましては198億円の増加となりました。

（*）2020年度の不良債権比率は前年度比1.48％増加しました。

※不動産取引業とは、不動産売買および不動産仲介を主な業務とし、不動産賃貸業および住宅建設業とは異
なります。

（単位：億円）直近3ヵ年の状況

預　金 3,195
2018年度末

3,243
2019年度末

3,513
2020年度末

2020年度末の貸出金残高全体は2,767億円となりました。

貸出金の状況

（単位：億円）直近3ヵ年の状況

貸出金
住宅ローン

2,561
594

2018年度末
2,569

557

2019年度末
2,767

519

2020年度末

普通出資金・組合員数の状況

2020年度末につきましては、組合員数は60名増加し、普通出資金では1,355百万円増加いた
しました。
当組合は引き続き多くの組合員の皆さまに支えられています。

当組合は多くの組合員の皆さまに支えられています。

（単位：百万円、人）直近3ヵ年の状況

普通出資金
組合員数

7,009
44,474

2018年度末
7,632

44,139

2019年度末
8,987

44,199

2020年度末

（単位：億円／％）

不良債権残高
不良債権比率

101
3.93％

2019年度末

150
5.41%

2020年度末

（単位：億円／％）預金者別残高の状況

個　　人
法　　人

合　　計

一般法人
金融機関
公　　金

2,504
738
708

0
28

3,243

2019年度末

77.2
22.7
21.8
0.0
0.8

100.0

2,554
958
930

0
27

3,513

72.7
27.2
26.4

0.0
0.7
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学術研究、専門・技術サービス業
宿泊業
飲食業
生活関連サービス業、娯楽業
その他の業種
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2020年度末の預金残高全体は3,513億円となりました。

預金・積金の状況

地域の中小企業や個人の皆さまのニーズに幅広くお応えし、
2020年度末の貸出金残高全体につきましては198億円の増加となりました。

（*）2020年度の不良債権比率は前年度比1.48％増加しました。

※不動産取引業とは、不動産売買および不動産仲介を主な業務とし、不動産賃貸業および住宅建設業とは異
なります。

（単位：億円）直近3ヵ年の状況

預　金 3,195
2018年度末

3,243
2019年度末

3,513
2020年度末

2020年度末の貸出金残高全体は2,767億円となりました。

貸出金の状況

（単位：億円）直近3ヵ年の状況

貸出金
住宅ローン
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557
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2020年度末

普通出資金・組合員数の状況

2020年度末につきましては、組合員数は60名増加し、普通出資金では1,355百万円増加いた
しました。
当組合は引き続き多くの組合員の皆さまに支えられています。

当組合は多くの組合員の皆さまに支えられています。

（単位：百万円、人）直近3ヵ年の状況
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不良債権残高
不良債権比率

101
3.93％

2019年度末

150
5.41%

2020年度末
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2020年度末の預金残高全体は3,513億円となりました。

預金・積金の状況

地域の中小企業や個人の皆さまのニーズに幅広くお応えし、
2020年度末の貸出金残高全体につきましては198億円の増加となりました。

（*）2020年度の不良債権比率は前年度比1.48％増加しました。

※不動産取引業とは、不動産売買および不動産仲介を主な業務とし、不動産賃貸業および住宅建設業とは異
なります。

（単位：億円）直近3ヵ年の状況

預　金 3,195
2018年度末

3,243
2019年度末

3,513
2020年度末

2020年度末の貸出金残高全体は2,767億円となりました。

貸出金の状況

（単位：億円）直近3ヵ年の状況

貸出金
住宅ローン

2,561
594

2018年度末
2,569

557

2019年度末
2,767

519

2020年度末

普通出資金・組合員数の状況

2020年度末につきましては、組合員数は60名増加し、普通出資金では1,355百万円増加いた
しました。
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2020年度末の預金残高全体は3,513億円となりました。

預金・積金の状況

地域の中小企業や個人の皆さまのニーズに幅広くお応えし、
2020年度末の貸出金残高全体につきましては198億円の増加となりました。

（*）2020年度の不良債権比率は前年度比1.48％増加しました。

※不動産取引業とは、不動産売買および不動産仲介を主な業務とし、不動産賃貸業および住宅建設業とは異
なります。
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